
CLUSTERPRO X 1.0、ウイルスバスター コーポレートエディション 8.0インストール、設定手順 
以下に、NEC CLUSTERPRO X 1.0（以下 CLUSTERPRO）およびウイルスバスター コーポレートエディション 8.0（以下ウイルスバスター 
Corp.）をインストールし、クラスタリング環境を構成する方法を記します。 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
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1.環境構成概要 
以下に、本手順でご説明する構成概要を記します。 
2台のサーバでクラスタリングを構成します。 

1-1.ウイルスバスター Corp.サーバとの組み合わせ 

サーバ A 

Corp.サーバ 

サーバ B 

Corp.サーバ 

CLUSTERPRO X for Windows 

フェイルオーバ 

 
CLUSTERPROによって切替パーティションを設定します。本ドキュメントではこの切替パーティションを Eドライブとし、 
ウイルスバスター Corp.サーバは Eドライブにインストールします。 

 
1-2. ウイルスバスター Corp.クライアントとの組み合わせ 

サーバ A 

Corp. 
クライアント 

サーバ B 

Corp. 
クライアント 

CLUSTERPRO X for Windows 

 
ウイルスバスター Corp.クライアントは Cドライブにインストールします。 

 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
2.インストール前に準備するもの 
2-1. CLUSTERPRO X 1.0インストール媒体 
2-2. CLUSTERPRO X 1.0 for Windows最新版アップデート 
2-3.ウイルスバスター コーポレートエディション 8.0インストール媒体 
※CDROMもしくはインストールファイルを Eドライブにファイル配置してインストール実施 

2-4. ウイルスバスター Corp. 8.0 Patch 1.1（Eドライブにファイル配置） 
2-5.CLUSTERPRO X 1.0 for Windows インストール&設定ガイド、リファレンスガイド 
（CLUSTERPROのインストール方法、操作方法、各種パラメータの説明などに関しては上記ガイドをご確認ください。） 

2-6.ウイルスバスター コーポレートエディション インストール&管理者ガイド 
（クラスタ環境特有のインストール方法、調整以外の一般的なウイルスバスター Corp.のインストールに関しては上記インストールガイド、
管理者ガイドをご確認ください。） 

2-7.有効なウイルスバスター Corp. 8.0AC（アクティベーションコード） 
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
3.CLUSTERPROとウイルスバスター Corp.サーバ組み合わせインストール 
CLUSTERPROとウイルスバスター Corp.サーバの組み合わせインストールは、以下の手順で行います。 



 
 

CLUSTERPRO インストール、設定 
 

 
 
ウイルスバスター Corp.サーバインストール 
 

 
 
CLUSTERPROを、ウイルスバスター Corp.サーバ用に設定変更 
 

 
 
ウイルスバスター Corp.サーバ用に設定ファイル変更 

 
3-1.CLUSTERPRO インストール手順 
3-1-1.クラスタリング両サーバ（サーバ A、サーバ B）に管理者権限でログイン可能なことを確認します。 
3-1-2.CLUSTERPRO をインストールします。(両サーバ) 
3-1-3.CLUSTERPRO最新版アップデートを適用します。(両サーバ) 
3-1-4.OSを再起動します。(両サーバ) 
3-1-5.Java Runtime Environment がインストールされていない場合はインストールします。（両サーバ） 
   Java Runtime Environment Version 5.0 Update 6 (1.5.0_06) 以降を適用してください。 
3-1-6.Webブラウザを起動し、Cluster Manager に接続します。 

接続先アドレス”http://サーバの実 IPアドレス:29003” 

 
 



3-1-7.CLUSTERPROの設定をします。 
■Cluster Managerにて、「設定」をクリックし、Cluster Builderを起動します。 

 
 
    設定例 

設定対象 設定パ メ 設定値 共ラ ータ  ( 有ディスク

使用時) 

設定値 ミ ( ラーディスク

使用時) 

クラスタ名 cluster cluster 

サーバ  2 2 数

管理用 1 1 グループ数 

フェイ ー 1 1 ルオ バ グループ数 

クラスタ構成 

モニタ 5 6  リソース数 

 ハートビート リソース カーネルモ LANハートビート数 2 2 ード

サーバ名 server1 server1 

インタコ ク ドレス

(専用) 
10.0.0.1 10.0.0.1 ネ トの IP ア  

インタコネクトの IP アドレス 
(バック

192.168.0.1 192.168.0.1 
アップ) 

パブリックの ドレス 192.168.0.1 192.168.0.1  IP ア

COM COM -  I/F 1 

ディスク I/ D: - F 

PingI/F - - 

多数決I/ - - F 

ミラー - 10.0.0.1 コネクトI/F 

サーバAの情報 
(マスタ サ バ

HBA 共有デ し

ている

- 

ー ) 

ィスクに接続
HBA 

サーバ  server2 server2 名サーバBの情報 
 

インタコネクトの

(専用) 
10.0.0.2 10.0.0.2  IP アドレス 



設定対象 設定パ メラ ータ 設定値 共 ( 有ディスク

使用時) 

設定値 ミ ( ラーディスク

使用時) 

インタコネクトの IP アドレス 
(バック

192.168.0.2 192.168.0.2 
アップ) 

パブリックの IP アドレス 192.168.0.2 192.168.0.2 

COM I/F COM1 - 

ディス D: - ク I/F 

PingI - - /F 

多数決I/F - - 

ミラー ク - 10.0.0.2 コネ トI/F 

HBA 共有ディスクに接続し
ている

- 
HBA 

タイプ フェイルオーバ フェイルオーバ 

グルー Mana Mana up プ名 gementGroup gementGro

起動サーバ server  server 2  1→server2 1→server

管理用のグループ 
(WebManager 用) 

グルー 1 1 プ リソース数 

タイプ フロー ー

ス 
フロー ー

ス 
 ティングIPリソ ティングIPリソ

グルー ManagementIP ManagementIP プ リソース名 

 管理用グループのグループリソー

ス 

IPアドレス 192.168.0.11 192.168.0.11 

タイプ フェイルオーバ フェイルオーバ 

グルー 名 failov failovプ er1 er1 

起動サーバ server server 1→server2 1→server2 

業務グループ 
 

グループ リソース数 3 3 

タイプ フロー フロー ティングIP ティングIP 

グルー fip1 fip1 プリソース名 

1 つ目のグループリソース 

IP アド ス 192.168.0.12 192.168.0.12 レ  

タイプ ディスクリソ ミラーディスース クリソース 

グループ リソース名 sd1 md1  

ディスクリソースドライブ文字 E: - 

ミラー

ティションドライブ文字 
- D: ディスクリソース クラスタパー

2 つ目のグ  

ミラー ス ス データパーテ
ィションドライブ文字 

- E: 

ループリソース

ディ クリソー

タイプ 仮想コ

ース 
仮想コ

ース 
 ンピュータ名リソ ンピュータ名リソ

グループ リソース名 vcom1 vcom1 

仮想コ vcom vcom ンピュータ名 

 

3 つ目のグループリソース 

対象F ソ  fip1 fip1 IPリ ース名

1 つ目のモニタリソース タイプ フロー  フロー   ティングIP監視 ティングIP監視



設定対象 設定パ メラ ータ 設定値 共 ( 有ディスク

使用時) 

設定値 ミ ( ラーディスク

使用時) 

モニタリソース名 fipw1 fipw1 

NIC L 視する オン オン ink Up/Down を監

対象リソース fip1 fip1 

回復対象 fip1 fip1 

再活性 1 1 しきい値 

タイプ 仮想コ 監

視 
仮想コ 名監

視 
 ンピュータ名 ンピュータ

モニタ ー vcom vcomリソ ス名 w1 w1 

 vcom1 vcom1 

回復対象 cluster cluster 

2 つ目のモニタリソース 

(仮想コンピュータ名リソース作成後自
動作成) 

最終動作 クラスタサービス停止

とOSシャットダウン 
クラスタサービス停止と
OSシャットダウン 

タイプ - ミラー ク コネ ト監視 

モニタリソース名 - mdnw1 

ミラーディスクリソ - md1 ース 

回復対象 - md1 

3 つ目の

(ミラーディスク ス作成後自動作

成) 

最終動作 - 何もし

モニタリソース 

リソー

ない 

タイプ - ミラーディスク監 視 

モニタリソース名 - mdw1 

ミラー ス - md1 ディ クリソース 

回復対象 - md1 

4 つ目のモニタリソース 

(ミラー
成) 

最終動作 - 何もしない

ディスクリソース作成後自動作

 

 
※必要に応じて他の設定をします。（ディスクやネッ 視などの設定） 

 
3-1-8.設定ファイルをアップロード 

      ■Cluster Builde 情報フ ロード」をクリックします。 
      アップロ 動」、「 ラ を要求されます。 
     「マネー rにて、「サービス」→「マネージャ再起動」 
     「クラスタ開 gerにて、「サービス」→「クラスタ開始」 

3-1-9.ミラーリング自動開始（ミラーディスク使用時）
      Eドライブが自動でミラーリング開始となります

完了すると、Cluster Managerの「Monitors」が ります。ミラーリング中は

以上でウイルスバスター Corp.サーバインストー 前 Oの設定は完了
 
3-2.ウイルスバスター Corp.サーバインストール前確認
3-2-1.サーバ Aの Eドライブのみアクセス可能な状態であること。   

サーバ Bの Eドライブはアクセス不可の状態であること。 
      ※逆にサーバ Bの Eドライブがアクセス可能な場合は、Cluster Managerにて、3-1-7で作 ープ全体 ックし、 

「移動」を オーバさ 。 
3-2-2.業務グループ ースが全て起動済みであること。

3-2-3.その他、 らず）環境にウイルスバスター Corp.サーバをインストールする場合のサーバ側条件を 
満たしている

 
3-3.ウイルスバスター Corp.サーバインストール手順 
3-3-1.サーバ Aよりインストールを開始します。 

       方法としては以下の 2通りです。 

トワーク監

rにて、「ファイル」→「
ードが成功し、「マネージャ再起

ァイルのアップ

ク スタ開始」

ジャ再起動」→Cluster Manage
始」→Cluster Mana

 
。 
緑に変わ 黄色。 
ル の CLUSTERPR です。 

要事項 

成した業務グル を右クリ

選択し、サーバ Aにフェイル せます

 のリソ

一般的な（クラスタリングに限

こと。 



■ウイルスバスター Corp. 8.0インストール CDROMより setup.exeを起動。 
■切替パ Eドライブにイ き、setup.exeを 動

3-3-2.以下は setup.exeを起動後のウイルスバスター Corp.サーバインストールウィザードの解説
      ■インストール先：このコンピュータ 
      ■コンピュータの事前検索：任意で選択 

■インストールパス： 
       Eドライブにインストールしてください。 
     変更前： ceScan 
      変更後：

ーティションに設定した ンストール媒体を置 起 。 
です。 

C:¥Program Files¥Trend Micro¥Offi
E:¥Program Files¥Trend Micro¥OfficeScan 

      
      ■プロキシサーバ：任意で入力（インストールする環境による） 

cheか      ■Webサーバ：任意で選択（IIS, Apa ら選択可能） 
 ■コンピュータの識別設定

IP     「IPアドレス」をチェックし、フローティング アドレス(fip)を選択します。 

     
■製品のアクティベーション：ご購入頂いたアクティベーションコードを入力してください。 
■他のウイルスバスター Corp.プログラムをインストール：任意で選択 
■Cisco Trust Agentアップグレード：任意で選択 

トールを選択した場合このステップが表示されます。） 
センターへのウイルス情報送信：任意で選択 

 

ceScan Client（デフォルト） 
      ポート番号：任意（例：50001など。後ほどサーバ Bへのインストール時これと同一にします。 
            このポート番号はランダムで決定されるため、注意が必要です。） 
      セキュリティレベル：任意でチェック 

     （前ステップで Cisco Trust Agentインス
■ウイルストラッキング

■管理者アカウントのパスワード：任意で作成

■ウイルスバスター Corp.クライアントインストール 
      インストールパス：$ProgramFiles$Trend Micro¥Offi



   
■ウイルス対策機能：任意でチェック 

 

■スパイウェア対策機能：任意でチェック 
3-3-3.ウイルスバスター Corp.サーバフェイルオーバ 
      Cluster Managerにて、3-1-7で作成した業務グループを右クリックし、サーバ Bにフェイルオーバさせます。 

3-3-4.ウイルスバスター Corp.サーバを、3-3でサーバ Aにインストールしたように、サーバ Bでインストールします。 
        パラメータは全てサーバ Aと同一にします。 

3-3-5.ウイルスバスター Corp.サーバに Patch 1.1を適用 
       Eドライブに置いた「corp80_patch1.exe」をダブルクリックし、適用 

3-3-6.サーバ Aにフェイルオーバし、同様に Patch1.1を Eドライブから適用 
3-3-7.両サーバにて、下記サービスを全て停止し、手動起動に変更します。 

     OfficeScan Master Service 
      OfficeScan Control Manager Agent 
      Trend Micro Policy Server for Cisco NAC（Policy serverがインストールされている場合） 

3-3-8.CLUSTERPROを、ウイルスバスター Corp.サーバ用に設定変更 
      ■Cluster Managerにて、「設定」をクリックし、Cluster Builderを起動します。 
    設定例 
 「3-1-7. CLUSTERPROの設定」で設定した設定例に以下のリソースを追加します。    

設定対象 設定パラメータ 設定値 (共有ディスク、ミラーディスク共通) 

タイプ フェイルオーバ グループ フェイルオーバ

グループ名 failover1  

起動サーバ server1→server2 

グループ リソース数 7 

タイプ レジストリ同期リソース 

グループリソース名 regsync1 

4 つ目のグループリソース 

レジストリキー HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥Trend
Micro¥AntiBody Policy Service 

(上記、Policy serverがインストールされている場合)
 
HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥Trend
Micro¥Database Backup 
 
HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥Trend
Micro¥OfficeScan 
 
HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥Trend
Micro¥Solar 

タイプ サービスリソース 

 

5 つ目のグループリソース 

グループ リソース名 service_MasterService 



設定対象 設定パラメータ 設定値 (共有ディスク、ミラーディスク共通) 

OfficeScan Master Service サービス名 

対象VCOMリソース名 vcom1 

タイプ サービスリソース 6 つ目のグループリソース 

グループ リソース名 service_ControlManager 

サ OfficeScan Control Manager Agent ービス名 

対象VCOMリソース名 vcom1 

タイプ サービスリソース 7 つ目のグループリソース 

グループ リソース名 service_PolicyServer 

サービス名 Trend cr

(Policy serverがインストールされ

  Mi o Policy Server for Cisco NAC 
ている場合) 

対象VCOMリソース名 vcom1 

タイプ サービス監 視 

モニタ ー servic  リソ ス名 ew_MasterService

対象リ servicソース e_MasterService 

回復対象 failover1 

5 つ目 モ

再活性 0 

の ニタリソース 

しきい値 

タイプ サービ ス監視 

モニタ ー servicリソ ス名 ew_ControlManager 

対象リソース service_ControlManager 

回復対象 failover1 

6 つ目のモニ  

再活性しきい値 0 

タリソース

タイプ サービス監視 

モニタリソース名 servicew_PolicyServer 

対象リソース service_PolicyServer 

回復対象 failover1 

7 つ目のモニタリソース 

(Policy serverがインストールされてい
る場合) 

再活性しきい値 0 

 
      ■サービスリ
    サービス名に、 スバスター Corp.サーバのサービス名を設定し、[調整]ボタンを押します。

ソースの設定 
ウイル  

 
 



    [サービス ス調整プロパティ]画面が表示されます。 
[対象 VCOM ]に仮想コンピュータ名 す。 

リソー

リソース名 リソースを設定しま

 
 
      ■サービス監視リソースの設定 
    [参照]ボタンを押し、ウイルスバスター Corp.サ バのサー たサービス 選択します。 ー ビス名を設定し リソースを

 
 
    [参照]ボタンを押して、[回復対象]に業務グループを選択します。 

[再活性化しきい値]を 0に設定します。 

 
 

3-3-9.設定ファイルをアップロード 
       Cluster Builderにて、「ファイル」→「情報ファイルのアップロード」をクリックします。 
      ※その際、「グループを停止」、「クラスタサスペンド」を要求されます。 
      「グループ停止」→Cluster Managerにて、Group>failoverを右クリックし、「停止」 
      「クラスタサスペンド」→Cluster Managerにて、「サービス」→「クラスタサスペンド」 



       アップロードが成功したら、それぞれグループ起動、クラスタリジュームを実施します。 
 
3-4.ウイルスバスター Corp.サーバ用に設定ファイル変更 
3-4-1.フローティング IP監視による fipの再活性化を有効化 
      ■Cluster Builderにて、フローティング IP監視の「プロパティ」→「異常検出」より、 

回復対象を「参照」クリックし、グループの fipが選択されていること、 
再活性化しきい値が 1回以上に設定されていることを確認します。（3回など） 

 
 
3-4-2.IISでインストールした場合、両サーバで以下の設定変更を実施 
     ※3-3-2で、Webサーバに Apacheを選択した場合、本作業は必要ありません。 
      ■「スタート」→「管理ツール」→「イン フォメーションサービス（IIS）マネージャ」にて、 
       「サーバ名」→「Webサイト」→「既定 ト」→「officescan」を右クリック、 

「プロパティ」→「ディレクトリセキュ て、「認証とアクセス制御」の「編集」クリック 
      ユーザー名とパスワードを administrator、そのパスワードを入力します。 

3-4-3.ofcscan.iniの変更 
      ■「E:¥Program Files¥Trend Micro¥OfficeScan¥PCCSRV¥ofcscan.ini」の 
        「MasterDirectory=¥¥<実サーバ名>¥ofcscan」の<実サーバ名>を、仮想コンピュータ名リソース（vcom）に設定した 

「仮想コンピュータ名」に変更します。 
 
3-5.ウイルスバスター Corp.サーバアンインストール手順 

 します。

3-5-2.Cluster Manage た、以下のリソースを右クリックから停止する。 
      ・レジストリ同期リソース 

・サービスリソース１（OfficeSc
・サービスリソース２（OfficeScan Control Ma gent） 
・サービスリソース３（Tr C）（Policy server がインストールされている場合） 

3-5-3.「スタート」→「設定」→「コントロールパ →「プログラムの追加と削除」より、ウイルスバスター Corp.サーバを 
アンインストールします。 

3-5-4.サーバ Bより以下を実行 
       手動にて、以下の情報を削除します。 

ターネットイン

のWebサイ
リティ」タブに

3-5-1.サーバ Aよりアンインストール 
     C er a  lust  Managerにてサーバ Aを ctiveに

rにて、3-3-8にて作成し

an Master Service） 
nager A

end Micro Policy Server for Cisco NA
ネル」

 

 

 
■レ

        
          
        
        
        
 

警告    
レジストリはWindowsの構成情報が格納されているデータベースです。 
レジストリの編集内容に問題があると、システムが動作しなくなる場合があります。

弊社ではレジストリの編集による如何なる問題に対しても補償いたしかねます。 
レジストリの編集はお客様の責任で行っていただくようお願いいたします。 
なお、レジストリの編集前には必ずバックアップを作成することを推奨いたします。

バックアップ方法の詳細は、ご使用のWindowsの ルプをご参照ください。 ヘ
 

ジストリキー 
HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥TrendMicro¥AntiBody Policy Service 
(上記、Policy serverがインストールされている場合) 
HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥TrendMicro¥Database Backup 
HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥TrendMicro¥OfficeScan 
HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥TrendMicro¥Solar 



HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥Microsoft¥Windows¥CurrentVersion¥Uninstall 
ent Console-<サーバ名> 

   ※ ん。 
      「 ションサービス（IIS）マネージャ」より 
      「サーバ名」→「Webサイト」を展開し、「OfficeScan」を削除します。 
   
       その他手動にてウイルスバスター Corp.サーバアンインストールの手順はトレンドマイクロサポートページ以下を参照してください。 

ID=JP-2061897&id=JP-2061897

¥OfficeScan Managem
■IISの情報を削除（IISインストールの場合） 

3-3-2で、Webサーバに Apacheを選択した場合、本作業は必要ありませ
スタート」→「プログラム」→「管理ツール」→「インターネットインフォメー

http://esupport.trendmicro.co.jp/supportjp/viewxml.do?Content
3-5-5.  Corp.サーバ用に設定した内容を全て削除、アップロード実行 

 
4.CLUST 合わせインストール 
ウイルスバスター Corp.クライアントとの組み合わせで、CLUSTERPROで設定することは特にありません。 
ただし、CLUSTERPROを運用しているサーバで、ウイルスバスター Corp.クライアントをインストール際に注意点があります。 
 
4-1.ウイルスバスター Corp.クライアントインストール時、後の注意点 
※以下はサーバ A、サーバ Bが自分自身のウイルスバスター Corp.クライアントになる場合について記述しております。 

   また、ファイアウォール機能は、ウイルスバスター Corp. 8.0 アドバンス版にしかない機能となり、スタンダード版では以下の作業は必要
ありません。 

4-1-1.ウイルスバスター Corp.クライアントをインストールする場合は、そのサーバ上にて CLUSTERPROで設定したグループが起動してい
ないこと。 

    例：サーバ Aにウイルスバスター Corp.クライアントをインストールする場合は、ウイルスバスター Corp.サーバをフェイルオーバ 
てサーバ Bが activeである必要があります。 

ートビート用 IPより 

アウォール設定を変更する

ダード版は必要ありません。） 

■ ールにて、 
ォール」→「ポリシー」にて、「追加」クリック 

   
   

Cluster Builderを起動し、3-3-8でウイルスバスター

ERPROとウイルスバスター Corp.クライアント組み

  
し

N イン に注意 4-1-2. ICのバ ド順

     ■クラスタリング環境にあるサーバであるため、NICが複数存在します。  

   マイネットワーク クリックにて、「詳細 」→「詳細設 続」にて、実 IP ドレス用 NICがハ   「 」右 設定 定」→「接 ア

上位であることを確認します。 
4-1-3.ウ イアントインス

ウイルスバスター Corp.アドバンス版のみ本作業実行、スタン
イルスバスター Corp.クラ トール後、CLUSTERPROからのアクセスの為、NICのファイ
必要があります。（

■そ      れぞれの NICで許可する必要のあるポートは以下の通り 
 実 C…TCP29 9003,29007, 29106       IP、仮想 IPを持つ NI 001-5,7、UDP2
       ハートビート用 NIC…ICMP TCP29001-5,7、UDP29003,29007,29106 、

ウイルスバスター Corp.サーバ管理コンソ
「ネットワーク上のコンピュータ」→「ファイアウ

 入力      名前→任意で
       セキュリティレベル→中

ル チ ック（      ファイアウォー 機能→全て ェ デフォルト） 
  除外→「追加」を ッ し、上記ポートを入力     クリ ク

     名前→任意で入力 
  処理→ネットワークトラフィックを許可（デフォルト） 
  方向→受信、送信チェック（デフォルト） 
 プロトコル→TCP,UDP等必要ポート選択（上記参照）     

     チェックし、ポート入力（上記参照） ポート：指定ポート番号に

         
」ク    「保存 リック 

「ネットワーク上のコンピュータ」→「ファイアウォール」→「プロファイル」にて、「追加」クリック 

 

「保

その作成した「名前」及び「ク 書き」をチェックして、 

     名前→任意で入力 
     ポリシー→任意で入力したポリシー名 

    その他、任意で必要情報（対象 IPアドレスなど）を入力 
存」クリック 

ライアントのセキュリティレベル/除外リストを上



      クリック 

 

「クライアントにプロファイルを割り当てる」を

     
 

 

h id=JP-2061897

--------------------------- ----------- -------------------------------------------- ----------------------------------------------------------------------- -------------------- 
5.既知の制限事項 

し

---- ---- -------- --

本手順でご説明 た環境での既知の制限事項は次のとおりです。 
5-1.ウイルスバスター Corp.サーバインストール時、CDROMもしくは切替パーティションより setup.exeを、インストールパスを 

替パーティシ切 ョンに向けて実行してください。CDROMもしくは切替パーティション以外から setup.exeを実行 
すると、 イン に動作し 合があります。その場合は手動でのアンインストールが必要となります。 アン ストール時に正常 なくなる場

] スト ル方法 [参考 手動アンイン ー

support.trendmicro.co.jp/ttp://e supportjp/viewxml.do?ContentID=JP-2061897&
5-2. ルスバスター Corp.サーバインストール時、コンピュータの識別設定で、ウイ アドレスをチェックし、CLUSTERP で作成した

fipを指定してください。 
IP RO  

Patch1.1  

、IISマネージャにて、webサイト「officescan」の 

 
5-6.ウ  Files¥Trend Micro¥OfficeScan¥PCCSRV¥ofcscan.iniの 
   してください。 

. トインストールする場合、そのサーバが CLUSTERPRO上で passive状態（もう一方が active状態）    

、NICのバインド順を「実 IPアドレス用 NIC」→「ハートビート用 NIC」 

.サーバアンインストール時、active を「スタート」→「設定」→「コントロールパネル」→ 
動でアンインストールしてください。 

h D=JP-2061897&id=JP-2061897

5-3.ウイ サ ストール後、 を適用してください。

5-4.ウイルスバスター Corp.サーバインストール後、Cluster Builderにて、フローティング IP監視による fipの再活性化を有効にして 
さい。 

ルスバスター Corp. ーバイン

くだ

5-5. ルスバスター Corp.サ IISウイ ーバインストール後、 でインストールした場合

 ザー名を admin to   ユー istra rに変更してください。
  ※3-3-2で、Webサー acheを選択した場合、本作業は必要ありません。バに Ap

イルスバスター Corp.サーバインストール後、¥Program
「Ma <

5- ルスバスター Corp
sterDirectory=¥¥ 実サーバ名>¥ofcscan」の<実サーバ名>を、仮想コンピュータ名（vcom）に変更

7.ウイ クライアン

 行してください。  で実
5- ルスバスター Corp.クライアントインストールす 場合8.ウイ る

に てください。 し

5-9.ウ ルスバスター Corpイ 機

「 グラムの追加と削除」より削除し、その後 passive機を手プロ

[ ]手動アン ル方法 参考 インストー

ttp:/ pport.trendmicro.co.jp/supportjp/viewxml.do?ContentI/esu
--- ---------------------------------------------------------------------------------------- 
6.サポートについて 
 6-1.本環境（CLUSTERPRO上で動作するウイルスバスター Corp.）において問題等発生の場合は、まず CLUSTERPROをご購入元に 

お問い合わせください。 
 6-2.CLUSTERPROとしてのサポートにおいて、原因がウイルスバスター Corp.側であると判明した場合はトレンドマイクロが 

サポートいたします。 
 6-3.ただし、お客様の CLUSTERPROならびにウイルスバスター Corp.のご購入元、サポート契約の有無によってサポートプロセスが 

変更となる場合がございますのでご了承ください。 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
7.本ドキュメントにおける使用用語説明 
  実 IPアドレス・・・そのサーバが active, passive状態に関わらず常にインターネット接続用 NICに所持する IPアドレス。 
          （OSインストール時などに設定されるアドレス） 

バ名・・・そのサーバが active, passive状態に関わらず常に所 ンピュータ名。 
ンストール時などに設定されるコンピュータ  

LUSTERPRO IPアドレス。 
 

 CLUSTERPRO り割り当てられた、クラスタリング構成の複数のサーバで共有するコンピュータ名。 
  

仮想 IPアドレスのこと。 
 vcom RO  

----------------------------------------------------------------------------------------------------

 実サー 持するコ

        名） （OSイ
仮想 IP Cアドレス・・・ により割り当てられた、クラスタリング構成の複数のサーバで共有する

        active機のみ所持する。CLUSTERPROでは fip（フローティング IP）ともよぶ。    

仮想コンピュータ名・・・ によ

active す            機のみ所持 る。

fip・・・「フローティング IP」の略で、CLUSTERPROにおける
・・ CLUSTERP・ における仮想コンピュータ名リソースのこと。


